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【市民キャビネット農都地域部会】 

埼玉県園芸研究所へのフィールドワーク報告 

 

訪問先： 埼玉県 農林総合研究センター 園芸研究所 （久喜市） 

      病害虫防除技術担当 室長 近（こん）達也 氏 

日 時： 2014 年 3月 24 日（月）13：30～16：00 

参加者： ８名（シンポジウム第 1回一般参加者からの参加 3名、幹事団 5名） 

 

１．【 経緯と目的 】 

第 1回シンポジウム講師の近室長の講演で、研究所での種々の実験のお話をいただき、見学に

来てください、とのお誘いもあり、フィールドワークとして研究所訪問を計画した。 

農法の最前線の研究状況を勉強するとともに、近室長との議論で参加者の知見をさらに広める。 

 

２．【 概要報告 】 

近室長から、（１）園芸研究所の紹介、（２）見学案内、（３）第 1回シンポジウムアンケート

での農法・農薬質問事項へのご見解説明をいただき、質疑応答・議論した。 

 

（１）園芸研究所紹介 

IPM（総合的病害虫・雑草管理）については、埼玉県の関連研究部門を 5年前にここに集約し

て研究している。 

 

（２）見学説明 

① ビニールハウスのネット 

害虫の波長感度の差を利用した防虫ネットの実験 

（a）寄ってくるものを補足の実験 

（b）ハウスの側面に設置した紫外線光源を点滅させ、

ここに害虫を集めることで、ハウス内に入る害虫の 

8 割をカット（2割の侵入に低減）、課題はコスト。 

 

② イチゴの研究（担当研究者からご説明） 

埼玉ブランド・イチゴを開発中。2,000 種/年の新種の実験で絞り込み中。（⇔ 栃木県は 12,000

種/年×10年でやっと新ブランド１種） 

・新種の開発で一番大事なことは何か？⇒ 味覚だ。 

一般に、病害虫抵抗性を高めると、米を始め何でも 

そうだが、味がまずくなる。おいしくないと買って 

もらえない。 

・ここでは、月 1，2回、殺虫剤を散布している。農家

はもっと多い、多いケースは通しでは 35 回の農家も

あった。農薬散布については、イチゴは、し好品のた

め、消費者は虫がついていると買わなくていい、となる背景あり。 
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③ 大麦、小麦の栽培 

ここでは赤かび病のウォッチをしている。ここでの予兆を検知し、農薬散布の告知を農家に出

す。 

 

④ 梨（研究員からの説明） 

このエリアは、10 年間、農薬、肥料なしで放置してい

る。発生する虫の層が違うし、天敵もいっぱい出てく

るため、ダニもアブラムシも大量発生しない。これを

観察している。下草は歩きにくくなると機械で刈る、

除草剤は使わない。 

 

⑤ ハウスのハダニ発生防止に高濃度二酸化炭素（60％）を一昼夜保つと、2ヶ月間防止効果を

保つ。 

 

⑥ 果樹園のジョイント研究 

梨の木の枝を切って直結（ジョイントと言う）すると、

花が咲く時期が同期し、農作業が楽になり、収穫時期も

早まる。（埼玉県は梨の産地でもある） 

 

 

 

（３）全体質疑応答 

① イチゴの説明で、農家では農薬を最大 35回撒く話があったが、私の調査では、78 回撒く農

家の事例がある。何十回撒いたらダメの規制がない、規制すべきだ。 

⇒ （近室長）： 誰が考えても、そのとおりだ。実際は、農家と一緒に回っていたからよく知

っているが、そんなに農家は撒かない。今は、集団出荷として一緒に出荷している 1 ロット

の中で、残留基準違反が一つ見つかると、そのロット全体がダメになる仕組みのため、農家

は、（その出荷作物の）前作の農薬散布の残留も気にしている、これが事実だ。 

 

② 他の農園での農薬散布の飛散、ドリフトの影響はどうか。 

⇒ （近室長）： ドリフトは、けっこうある。お茶で 

その問題が出ている。カイコに（桑の葉以外に）何でも

食べるように遺伝子を組み替え、市販キャベツを食べさ

せると、一ころで死んだ。農薬の問題はいろいろあるが、

消費者が作物の見栄えにこだわるようなことをせず、 

賢くならないと、いけない。 
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（４）第 1回シンポジウムアンケートでの農法・農薬質問事項への近室長ご見解説明 

『シリーズ第２回を企画中です、特に聞きたいことがあればご記入ください』の項目に、以

下の 4 点の提案あり ⇒ 第 2 回シンポジウムのテーマにならなかったため、近室長にご見解を

伺った。 

 

① 遺伝子組み換えとの関係性、F1 品種と農薬 

⇒（近室長）：米国では遺伝子組み換え作物は、6400 万 ha―大豆、トウモロコシ、綿実、ナタ

ネ。ブラジルー 大豆、綿実、そしてバイオマスエネルギー利用のトウモロコシにも。 

中国は 370 万 ha― 綿実と、トウガラシにも。 

日本では、遺伝子組み換え作物は、大豆、じゃがいも、なたね、とうもろこし、等の8食品利

用を認可（輸入作物）している。 

F1 は交配種で、組換え遺伝子がホモである場合とヘテロである場合がある。 

 

② 植物防疫の具体例、例えばコメのいもち病の症状と対策など 

⇒ いもち病は、カビ（糸状菌）だが、最近は埼玉県では出ていない。陸稲は水がない作物な

ので、これとの交配でいもち病に強くはできるが、おいしくない米になってしまう。 

縞葉枯れに抵抗性をもつ稲を植えても、別のうんかが出て、それが隣接の水田に飛んで、そ

このコシヒカリが病気にやられることになる― 一つがうまくいってもだめで、周りの協力が

必要になる。 

 

③ 集約農業に代わる効率や収量を確保する方法について 

⇒ 効率、収量は、作物に何を期待するかによる。 

ほうれん草は、石灰撒くと大きくなり収量は増えるが、エグくて私には食べられない。冬の

霜の中で育った旧来のほうれん草は本当に甘くておいしい。どちらがよいかの比較は、どこ

にターゲットを置くか、だ。私はおいしいものがほしい、多く採れても拙いのはいやだ。 

 

④ 農薬登録時の審査の実態を知りたいです。農薬は主成分もそうですが、不活性物質の評

価はどうなっているのでしょう？ 

⇒ 農水省の審査報告書（平成 25 年 5 月）に農薬登録を取る時の記載があるが、中身は素人

にはわからない記述になっている。主成分については触れていない。NA― 「Not analyze」

ばかりの記述。メーカーは成分については未公開のため、私にもわからない。 

 

以 上  

 


